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平成30年度 事 業 報 告 書

平成30年7月 1日 から令和元年6月 30日 まで

特定非営利活動法人 CWS Japan

1.事業の成果

緊塁菫怪壺圭

く防災主流化>
防災・減災日本CSOネットワーク(JCC‐DRR)の共同事務局として、国内外における防災ネットワークに参画し、
防災主流化を図るための普及啓発と政策提言活動を行つた。平成30年度は7月 にアジア閣僚級防災会議(モン
ゴル)、 令和元年年5月 には防災グローバルプラットフォーム(ジュネープ)に参加し、防災・減災日本CSOネットワ
ーク(JCC‐ DRR)等を通じて日本の防災の教訓を伝えていくと同時に、日本国内における防災教訓の更なる普
及や活用を展開した。

<クリスチヤンコミュニティにおける地域防災ネットワーク構築>
日本キリスト教協議会(NCCJ)と の連携を強化し、ACTジャバン・フォーラムとして国内災害対応のための体制を
構築するため、フォーラム設立準備委員会を開催し、運営体制整備するべく準備を継続実施した。

く西日本豪雨災害>
7月 に発生した西日本豪雨によつて被災した地域住民の生活再建支援(医療、避難所情報マネジメント、子ども
たちの野外キャンプ支援など)を行った。また、増え続ける豪雨災害への備えを強化する為、岡山県真備町の防
災教訓を冊子にし、国内外で周知・共有を行つた。

<アフガニスタン防災力向上>
外務省NGO連携無償資金協力の助成を受け、「ナンガルハール県・ラグマン県コミュニティ防災力向上事業」

第2年次を実施した。昨年度に引き続き、①災害リスク評価能力向上、②リスク情報活用計画の策定・実施、③

国家災害庁の戦略的優先分野の決定を実行することが2年次〈平成30年 2月 ～31年 1月 )の 目裸となつている。

平成30年後半、上述②の地域における防災教育及びメディアを巻き込んだ普及啓発活動、③学びと教訓の共有
の場である評価会議を実施した。平成31年前半は、本事業1-2年次で作成したハザードマップに地域の情報を

追加しながら改良した。

くアフガニスタン帰還民。国内避難民支援>
ジヤバン・プラットフォーム(JPF)からの助成を受け、本ラグマン州の2地域 (Mehta‖ am、 Quarghayee)、 ナンガ
ハル州の2地域 (SurkhЮ ad、 Jalalabad C町 )の 合計4地域において、帰還民及び国内避難民の365世帯

(2,555名 )に対し、一世帯あたり180米ドルを2回 に分けて配布した。禅益者の選定に際しては、対象地域の非登

録帰還民及び国内避難民のうち、脆弱層(未だ支援を受けていない世帯、構成員に就労者がいない世帯、大家

族、女性や障害者世帯主家庭、障害者・授乳中の母親や幼児、お年寄りのいる家庭)を優先した。本事業を通じ

て配布されたキャッシュの96%は食糧購入に使用され、残りの4%は医療費・医薬品、加熱・調理器具等に使用さ

れた。

<アフガニスタン干ばつ緊急支援>
ジヤバン・プラットフォーム(JPF)か らの助成を受け、本事業はパーミヤン州においてキヤッシュ配布を実施した。

干ばつの影響を受けて最低限の生活の維持が困難となる事態に対応すべく、対彙地域の農彙従事者に対して、

すでに食糧が不足している、あるいは土地を手放す恐れのある世帯を優先し、280世帯 (2,080名 )にUSD270/
世帯を提供した。

<インドネシア地震・津波被災者支援>
地震により住宅が全壊した中部スラウエシ州シギ県の200世帯 (751人 )を対象に、対象世帯の代表者により構

成されるワーキング・グループ(WG)の形成を通じて、住民参加による自主的な仮設住宅建設を実施した。ま
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た、仮設住宅の適切な建設・維持管理を自主的に実施できるよう技術的指導を目的とした集合研修を実施し
た。

囲整コ塑墜圭

<ミヤンマー栄養改善>
平成28年 4月 より開始したミヤンマー/エヤワディ地域の母親と5歳未満児を対象とした栄姜改善事業(味の素ファ
ンデーション助成「食と栄養支援事業」)が3年 目の最終年度を迎え、総括した。最終年度は、新たに75名 の5才

未満児を対象児童に加え、その母親達を対象に栄養及び衛生改善指導を行い、子ども達の発育状況をモニタリ
ングした。また乾期には、母親達の自助グループによる養鶏や家庭菜園活動によつて自綸用の野菜や王子を収
穣し、家庭の食車にそれらが並ぶことを達成した。事業終了時に行つたエンドライン調査によれば、95%超 の対
象世帯の食生活が量・質ともに改善され、それに伴い、栄養不良児の割合が8%以下まで減少した。

くミヤンマー エーヤワディー・デルタ防災事業形成>

外務省NGO補助金事業の助成を受け、平成30年 8月 、ミヤンマー・エーヤワディーデルタ地域において、例年、
洪水被害を受けている4村を中心に、洪水と河岸浸食対策のためのニーズアセスメントを実施し、新規事業の実
現可能性を調査した。その調査結果に基づき、2村を対彙に地域住民の主体的参加によるコミュニティ生活道の
補修工事および河岸漫食軽減対策パイロット事業形成準備を行い、国際協力財団助成による生活道路改善事
業開始に繋がった。

くATIH(ADRRN To時 dnnovation Hub)>
前年に引き続き、アジアのローカルNGOを主体とした人遺、防災分野のイノベーションを生み出すべく、ワークシ

ョップ等の活動を行つた。本年は主要テーマとして、フィリピンの首都マニラにおける首都直下型地震リスク削減
に注力した。

<パキスタン防災力向上>
外務省NGO連携無償資金協力の助成を受け、「パキスタン、シンド州千ばつ等対応防災力向上事業」を開始し
た。期待される成果は次の通りである:① 水利効率化に向けた情報がコミュニティヘ提供され、水利・防災意
識・能力が向上する、②貧困層における、飲料水へのアクセスが改善される、③千ばつ影響地域において農業
用水・対応技術へのアクセスが改善される。シンド州の中でも特に貧困率の高いウマルコートを対象とし、各年8
村、3年で24村の水課題の解決に取り組んでいる。

<アジア新防災事業形成>
気象災害の増加が見込まれるベトナムにおいて、現地調査を行い、防災力向上を目指した事業形成を開始し

た。事業化に向けて引き続き取り組みを続ける。

<アジアイノベーション事業形成>
アジア全域において、イノベーションを目指した事業形成を継続的に行った。緊急時の栄養補助や洪水早期警報
に関する企業との協働取り組みを開始した。試作品段階で事業化にはまだ至つていないため、当該期間の禅益

者は発生していないが、事業化に向けて引き続き取り組みを続けていく。

NPOの能力強化支援事業

<福島ブックレット>
福島ブックレットの共同事務局として、地球環境基金等からの助成を基に、原発リスクを対外的に周知していく活

動を展開した。

<NG02030>
2030年に向けたNGOセクターのビジョン構築のための研究活動に参加した。

望凶里豊型塑壁型望上塑菫壺菫

なし
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2.事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

(2)その他の事業
なし

事業名 事業内容 時期 場所
従事者
人数

受益対彙者
の範囲及び

人数

事業費
(千円)

緊急支援

防災主流化 通年 国内全壇 3人 1,000人

116,776

クリスチヤン

コミュニティ

における地,

域防災ネッ

トワーク構

築

通年 国内全城 3人 100人

西日本豪雨 8月 岡山県真備町 4人 4,000り 、ヽ
アフガニス
タン防災カ
向上

通年 アフガニスタン 3人 28,000人

アフガニス
タン帰還
民・国内避
難民支援

7月 ～8月 アフガニスタン 4人 2.555人

アフガニス
タン千ばつ
緊急支援

9月 ～3月 アフガニスタン 5人 2,080人

インドネシ
ア地震・津
波被災者支
援

通年 インドネシア 4人 751人

開発支援

ミヤンマー
栄養改善

7月 ～3月 ミャンマー 4人 200人

21,931

ミヤンマー

エーヤワデ
ィー・デルタ
防災事業形
成

通年 ミャンマー 2人 1900人

AnH(′ DヽR
RN Ъい |

nl,,v」b:
Hub)

通年 アジア全城 4人 1,000人

パキスタン

防災力向上
1月 ～6月 パキスタン 4人 120人

アジア新防
災事業形成

通年 アジア全域 5人 30人

アジアイノ
ベーション
事業形成

通年 アジア全域 4人 300人

NPOの能

力強化支援

福島ブック
レット

通年 全世界 4人 500人
3,985

NG02030 7月 ～3月 国内全域 2人 200人



平成 30年度 活動計算書
平成30年7月 1日 ～令和元‐ 月30日

特定非営利活動法人 CWS Japan

〔円

1.一

1.経常増減の部

(1)経常収益

受取寄付金
一般

西日本豪雨支援
ミャンマー生活道路改善

受取助成金等
受取民間助成金

受取政府助成金

その他収益
受取利息

雑収益

経常収益合計

(2)経常費用

事業費
【人件費】
綸科手当

通働手当

法定福利費

福利厚生費

1人件費計】
Iその他費用】
謝金

現地事業実施糧費

会議費

旅費交通費

研修開催費

負担金

通信連像費

事務用品費

翻訳通訳費

新聞固書費

教育研修費

印刷製本費

支払地代家賃

海外旅行傷書保険料

支払会費

委託費

支払手数料

外部監査報爛

租税公課

支払寄付金

為替差損

【その他費用計】
事業費計 142,692.273

17,711.217

6,904,050

303,730

10,521,701
110,623,229

1,920

619,530

24,913,997

1211145.020

621,450
140

24,057,794
747,180

31663,243

104,70
281572.587

2123,409
90,159,230

285,434
11,029,814

994,508
24,999

130,212

281,747
31,521

130
79,020

1,974ポ贅37

2,055,460

103,624
208,754

1,558,068

377,640
1,168,304

19,150

1,456,136

57,959
114 11

′
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平成 30年度 活動 計算 書
平成

"年
7月 1日 ～令和元年6月 30日

特定非営利活動法人 CWS Lp`m

円)

.4,276,110
110,760
573,059

______2L旦生
4,981,043

25,379
167,456
100,000
244,518
215,672
20,500
37,738
60,000

70,800
524,386
702,000

1,070

a」」ュ
"9 7 140 562

149,832335
△ 3,147.368

△ 31147,368

0

△ 3,147,368

21,765,609
18,618,241

△〔B8,o(И

__二里鯉里
__二選要望

434,768
19.053.009

管理費
I人件費】
給料手当

通動手当

法定福利費

福利厚生費

【人件費計】
:その他費用】
会議費

旅費交通費

負担金

通信運績費

事務用品費

教育研修費

印刷雙本費

支払地代家賃

支払会費

支払手数料

外部監査報酬

.租税公課

:その他費用計】

管理費計

経常費用計
当期経常増減額

2.経常外増減の部
(1)経 常外収益

経常外収益合計

(2)経 常外費用
経常外費用合計

税引前当期正味財産増減額

法人税、住民税及び事業税
当期一般正味財産増減額

前期繰越一般正味財産額

次期繰越一般正味財産額
■.指定正味財産増減の部

受取助成金
一般正味財産への振替額

当期指定正味財産増減額

前期繰越指定正味財産額

次期繰越指定正味財産額
皿.次期繰越正味財産額



平成 lЮ年度 貸借対照表
令和元

“

月30日 現在
特定非営利活動法人 CWS Jゅ an

円

160,777,997

406,365
16

142 131 353
1421131,353

4鉾,768
18,618,241

1■ 053,009

161.184.362

1  立替金

1  日本災害エキュメニカルタスクフォース事業 特定資産

1 流動資産合計

1 固定資産

1  敷金

1 固定資産合計

1資産合計
1負債の部.流

動負債

未払金
.前 受金

預り金

流動負債合計

負債合計

正味財産の部

指定正味財産
一般正味財産

正味財産合計

負債及び正味財産合計

資産の部

流動資産

普通預金

未収金

前払費用

仮払金

881501,(342

6,058,190

344,428

64,6091562

829,507
434,768

4061365

13,362,124
127,148,238

1,620,991

._●  _,■ ・ .
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平成30年度 計算書類の注記

特定と堂利活動墜△ ⊆世主」鯉璽
1 重要な会,「方,I

""1″
女の■成は.NPO法 人公‖基嘔("10,7月 20口

`Ю

17年 12'112口 最姜改正 N"法人全:機中日鷹会,によっています.

(1)讚贅攪年の会計処理

消費屁等の会,I処理は、税込籠理方式:こ よってい
=す

.

2.“ 栞剛損性の状況

“

■別■薔の状況は以下,)洒つてす.

し 11,

■ 腱 素恣支援事桑 田覺支操事奎
ドrOの籠力強化

支援事姜 事業都口,I

'「

理椰円 合■

餃 |

1通常収益
1受取寄付金
2受取勁咸0ヽ
8その他取査

彙取利息
嬌収4

経常収■オ1

11澤常費用
で1)人件費
綸‖千増

u動手H
ユ
=福

利費
1  橋詢単生,
1  人件彙計
|(2,その他饉贅
|  "全

1 鶴I贅
実臨賛

旅彙交通彙
研修田消費
負担金

翅僣選燎贄

“

書用島,
翻訳通訳,
新田国書受
教育研体,
印刷製本贅
支払地

`ヽ

蒙使

"外
朦

`Te'保
険将

支払会費
委確資
支払■■料
外部監t報田
a視公凛
支払■■●
あ薔浚慣
その他ユ受計

薇奮費用計

当詢経常増綸頷
・餃F味財産腕首残高
―厳工味″産

"束
残高

指定正味財を,"減の部
雙取助蔵金
‐崚こ味財蔵への晨僣

“
指定工味

"産
翔首ル薔

指定工味叫産翔本残高
■

1021,0嘔 0
106a撼 .2あ

42
0

7.7“.お1

1■025437

8

“

Ю.¨

0

1.021.351

0

2".200

17.■

“

.211
1カ .14●

“

Ю

“
“

4"0

6.004,710

0

1.07●

102.250

24.011,197

121.=46,02●

1,0つ 0

010,131)

1● 7●5044
747.1“

1,0737●6

1■0“243
0

1.52■ 016
104,3詢

1.034.∞ 7

●
2●5.∝墟

0

ZL● |″,71“

7″,1“

■

“

■神
1鴫 a71

4,270.110

110.7111

573,050

21,114

".3●

3.0●4

“

7,"●

■2●●,3● 2

12■4“
12:輌

".Tl'
220.4"

".口
ζ
"7

4g'1.口疇 31:8```13●

1,●35∝Ю
07.(1,3.111'

2“ .3“
7.Gり,4`Ю

“
`Gゆ

0
24.gee

09,055

271.2“
0

1

50.4"
1.771.11i

19751"
47.

1",7●

154.

1.1

:.|● 0,01●

“

.240
2.461.002

21.“6
2.877.171

90`ヽ 9113

0

67.261

,712
31.6● 1

0
神 ∞
0■073
00.い0

“

.e“

0
1.5:,3,{"301

212.1●21

01

11● 3501

43`.1"|

“

."唸
|

3●4.101,

0
0

1,123.216

0

0

3.096

672
0

01

01

171.7131

^|

2.2001

lQI●01

13.5141
01

郷'Ч
I

■121´●|

“

,11,′ |●

"′“11,02● ,314

“

轟0●

コ
=・

|●●
130.212

21,747
31,021

1:,|

70,021

1・174,307

ム●●●,4●●
1003● 4

"■
7“

1,"■

“

|

a″.14Q
l,10■ 3●4

1■111'

14ヽ 131
″,●●|

0
0

23.37●

167.4113

●
1∞,000
244.510

215.672

0
0

20,S`つ

37,738

50.100

O
70.000

●
521.10●

7●2.∝Ю
l.070

●
0

2123.400
∞.1“ ,2"

310,013

11.1",27●

304“

“
14自

"374730
●■410
31,321

131

",■
21

■●(2301
2,10ら 43●

103`24
2715“

1.6“ 0“

"ス
|"

1.|れ|“

42"
1,4“,1"

|■|●●
3.0レ 1コ24 1.7“.“ 1 114,,1■

“

● 2.151.51● 11,,7711,2●●
:lζη3.421 21"1,1)12 a901,31σ ■14口 ,■2 140,0● 2,"
△ 2●0,104 △,lqξ帰 △ 1.376.1′ 2 さ3.04■

“
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専 i麟[留雌憮]鼎,脇
:もF資

産.n置 .及びlE螂産の状態並びにr味 1,■ の駆 の状ユ劉 い 1するため:こ饗 なⅢ■

各す奥の経費及び事業■とヽ ■費に共通する嬌貪リラう.綸

'子
当、法せ価刷贅.支払地代家賃については従事峙問割合に出づき桜分しで まヽす.

内 容

'"F疲
:融 : 当勁層面ロ 当

"減
少憫 月 末残高

「

琴

楷tt付
2,コ7,7m 4"7.700

アヒール・:'本 災:諄エキスメニカルタ
スクフォース(」 ETS)事桑

0 40■620 401.620 0

前

"に
貸●対照表■請奨壺として計 !iじ

ていたS,3.ま

“

11のうち.401.028PIを す
来実饉に,rい 当触に収益計上していま
す、また、当翔の貸倫対即表の前受0歿  .
高は11lμ躊:1です.         |

日本災寄ユキュメニカルタスクラ,こ
「ス(JE「s),お 炸t費に 1,"■ 602

"旧
.α

“

4●L7●3
口́●■害エキュメニカルタスクフオー
ス(Jl'S),彙 指定工味財燿 1.023.m2 SE.064 43:,711)

疇用減少●は、受取民阿助成●へ0七十
癒です.

J'F・ アフガニスタン椰■民文授(第3
フェーズ,,薬

0 ■212.122 9,212`崚2 0

前勁:こ前受全として賃僣対腑表に,[た_し

た0.221●:7円 のうち.次期に返ヨ予定の
3β25P,を灌し引1ヽた企

"を
、■月に取4

'ヤ
上しています.

味0キフアンデ~ンヨン・ミャンマー豫
養改丼(0年ま,事黎

0 ム067.461 216714●1 0

続

"に
鮒 対膊表L前受01として計●し

ていた0口を、■栞がヽ′したことにより、
芍翔に取4=,Lしてl.ま す.

外務省・:1本 NGO連携讐●贅全略
カアフ″ニスタン防災方向上(2年
次,誓来

0 41,“Ю7:" 41.000.750

前鮨に前受0と して贅佑対m表に111:し

た42●α凛
"411の

うち、次動に返■予定
′′

“

025円 を
"し

IIいた0"を、当朗に
収4計 .にしています.

HF・ A●RR麒京イノベーションハプ
(A■ H)●年次,■■

● 7.●54,700 7.OS4.700 0

日本1ヨフ
`力

叶H・ ミキンマー生活道
路改僣,贅

0 4".130 400.100 0

普珈に,■を受けた1椰拇.466円 のうち、
1.5n327r'は 前受 0と して

'薔
対照表に

計 上しています .

地

…

椰島ブックレット委員
会(2年■),■

0 1.″0.ま嬌 1.2●o.an 0

∞1.“ 2円
=“

彙実施済のため前幼に未
収助蔵全として計 11し ており、嘔

"に
な●

を受けた1."3.`κЮIリカられ り|いた0国
を、当翔に収薔:1■ しています.

″ F・ アフソニスタン Fば つ支援 (第 :

フェーズ)“葉

0 1●

“

4043 16.|`H.040 0

当珈に交付を受けた16.404.0431」 のうち、
次期に使月

'す

る100000111を■し引いた0

"を

.ヽ期に収4111:しています.

外務す・N∞m勁0ミャンマー

“

栞
形成綱ti栞

0

“

■:."4 401.534 0

■
'F・

インドネシアスラウエン1し震ti凛

(第 1フェーズ,,黎

0 ●1.0〔Ю.341` 31.310(,4■ 0

当期に交●を受けた■ 471.524円 のうち、
次期に掟用する100,0001'iお よび

=遺「定の3コ

“

.633円 を菫し,Iいた金額を.■

"に
収4計上してい,す .

外務イ・日本NG¨嬌蕪償資金螂
カパキスタン防災力向11(件次)事
業

0 3.025.711 ■025751 0

当

"に
交付を受けた●0.014.1521"のうち、

“

.●■401「 1は前受0として貸:時対‖凛
に計 Lしています.

外筋■・日本N●0理償無債資金B
′,アツガニスタン防災力[Ⅲ L(3年
次),案

0 ●663.9“ 015■ |●8 0

当期に交付を受けた47.740.570"の うち、
41●4燿腱

"は
蘭受0として貸俯対照薇

に計 Lしています.

■
'F・

アフガニスタン女子教育
"16“案 特定贅燿

110,876 0 119871 0

普期に,tより■■治円′ない116`0231“

を置■し、|,0“円は取翻 +Lしています.

.PF・ アフツニスタン千ばつ支援(第2
フェーズ)“栞

0 105.000
"60"

0

弩l"に交付を受けた43.α薄.褒ЮPIのうち、
47.673.016PIは l"受 金として貸倍,服装
に::Lし てい三十.

蜘 掟3Ⅲ祐島ブックレット委:ミ

会(31:決 鷹 彙

0 5“ .∝Ю 5“ .000 0
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は決月に交付子定で→‐.但し.このうち

“
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1`助の貸情対照キに未収助成0として計
上しています.
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書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

平成 30年度年間役員名簿 J擢驚誌だぢ出席蹴El釧蹴吾潔蠣錯諾1躍胡
所並

特定非営利活動法人 CWS Japan

1 確認事項 (法第 20条及び第21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□ 以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係)

□ 各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ)

住 所 又 は 居 所
前事業年度内の

就任期間
報酬 を受けた期間
(該当者のみに記入)氏   名

1
・監事

ショウ  ラシ
°
フ
゛

平成 30年 7月 1日

令和元年 6月 30日

年 月

月

日

日年ショウ ラジブ

2 ・監事

コミノ  タケシ 平成 30年 7月 1日

令和元年 6月 30日

年  月  日

年 月 日小美野 剛

3 監 事
オオ′ツ マサアキ 平成 30年 7月 1日

令和元年6月 30日

年 月

月

日

日年大橋 正明

4 監 事理事
リュウ  シンノスク 平成 30年 7月 1日

令和元年 6月 30日

年  月 日

日年  月龍 信之助

5 監事
l!" < ttl 平成 30年 7月 1日

令和元年 6月 30日

年  月  日

年 月 日田島 誠

6 ・監事

レス・リー・ウィルソン 平成 30年 7月 1日

令和元年 6月 30日

年 月

月

日

日年
レズリー・ ウィ
ル ソン

7

コカイ  ヒカリ 平成 30年 7月 1日

令和元年6月 30日

年

年

月

月

日

日小海 光

8 理 事

モトカワ  シロウ 平成 30年 7月 1日

令和元年 6月 30日

■1 月 日

日年 月元川 士郎

9 理事・監事

年

年

月

月

日

日

年 月

月

日

日年

10 理事・監事

年  月 日

日年  月

年 月

月

日

年 日

④
監事

監事



書式第 4号 (法第 10条・第 28条関係)

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法 CVVS Ja an

氏   名 住 所 又 は 居 所

1 小美野 剛

2 伊藤 洋子

3 森田 愛

4
パピンダ・カエウノイ
(Paphinda Kaewnoi)

5 大橋 正明

6 ショウ ラジブ

7 龍 信之助

8 田島 誠

9
レズリー・ウィルソン

(Leslie Wnson)

10 小海 光

11

12


